
戦後８０年に願う 

２０２５年（令和７年）は、日本にとって第二次世界大戦の終結から８０年を迎える節目の年であり、

戦争の記憶や平和の重要性が再確認された年でした。 

本校の校長室には様々な書籍がありますが、その中に「吉岡小学校開校１２０周年記念誌」があります。

ページをめくると、当時の吉岡小学校の子どもたちの様子を回想した文章を見つけました。その一部を編

集して紹介します。 

【昭和１７年】 

 サイタ・サイタ・サクラガ・サイタ・１年生教科書。これが初めて教えられた字であり文章であったと思

う。校庭と校舎の間には大きな川があり、体操が終わると一斉にこの川で足を洗い教室へ、今の児童とは比

較できないことであるが素足で道路も川も危なくなく歩き遊べたことは、今さらながら幸せを感じる。通学

路の端には道徳箱と書かれた箱が設置されており、危険な物が落ちていればその中に入れることで道徳心は

このようなことからも身に付いたのかもしれない。 

【昭和１８年】 

 戦争が始まった。吉岡小学校は国民小学校と名が変わり、担任の先生が出征されるのを私たちは川のほと

りで見送った。高学年の遊びは大半が模型飛行機で、一生懸命製作し公園で友人と競争したことが楽しい思

い出だ。第二次世界大戦の勃発は小学校４年生の時で、毎日ラジオで戦果の発表を聞いた。 

【昭和１９年】 

 戦時中のため満足なはき物もなく、雨の日は素足で登校し川で足を洗って教室に入ったものだった。農繁

期になると弟や妹を連れてきて教室の隅で遊ばせている者もいたように思う。 

【昭和２０年】 

 その日は担任の先生が休みだったので朝から自習だった。午後の５時間目の時、学校の南の道を自転車で

ベルを鳴らしながら通った人がいた。それを授業の終わりと勘違いして３人がすいすい帰ってしまった。途

中の田んぼ道で校長先生に呼びもどされ、ひどくしかられた。家でも怒られた。終戦の年が小学校６年生だ

った私にとっては思い出と言っても戦争にまつわる暗いものばかりであるが、当時こんなのんびりした一コ

マもあった。 

  

 ８０年前も、吉岡の子どもたちは厳しい社会情勢の中で生き生きと学校生活を 

送っていました。今を生きる子どもたちも健やかに成長してほしいと願いつつ、 

戦後８０年を締めくくります。２０２６年が子どもたちにとってよい年でありますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１月の予定 

日 曜 行  事  予  定 

1 木 元日 

2 金  

3 土  

4 日  

5 月  

6 火  

7 水  

8 木 後期後半開始 身体測定 給食・部活動なし 

9 金 給食開始 登校指導 

10 土  

11 日  

12 月 成人の日 

13 火 第３回熊谷市中三実力テスト 

14 水 １年英語ＧＴＥＣテスト 放課後くまなび 

15 木 ２年熊谷市検証問題テスト（国・数） 

16 金 新入生説明会 

17 土  

18 日  

19 月 ２年英語ＧＴＥＣテスト 生徒会専門委員会（２年・１年） 

20 火 生徒朝会（給食） 

21 水 ハッピー愛語デー 放課後くまなび 

22 木 県内私立高校入試中心日 ３年給食なし 第２回学校保健委員会 

23 金  

24 土  

25 日  

26 月 ３年教育相談（希望制 ～29日） 

27 火 学年朝会（２年・１年） 県公立高校入試電子出願期間（～2/10） 

28 水 放課後くまなび 

29 木  

30 金 夢いっぱいアート展（～2/6） 

31 土  

令和７年度学校だより 
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健児が丘 

【目指す生徒像】 

すすんで学ぶ生徒 

優しい生徒 

健やかな生徒 

１２月２日（火）にＦＭクマガヤのパーソナリテ
ィが来校され、本校生徒が出演しての生放送があり
ました。３年生の生徒会本部役員４名が「学校自慢」
をテーマにインタビューを受けました。生徒たちは
取り組んでいる生徒会活動や学習、吉岡地域の豊か
な自然について答えていました。学校生活や生徒た
ちの頑張りに改めてふれられるよい機会となりま
した。ＦＭクマガヤの皆様、ご視聴いただいた方々、
ありがとうございました。 

ラジオ番組に出演 

１２月１０日（水）、１年生がくまがやピンクリ
ボンの会の皆様による「生命（いのち）の授業」を
受けました。当たり前ではない毎日を大切に生きる
ことや、家族に健診をすすめることを学びました。
授業には保護者の方もお越しくださいました。ご指
導、ご参加ありがとうございました。 

生命（いのち）の授業 

  今月の活動にも多くのの方々がご参加くださ
り、やまぶきや山つつじの苗を植栽しました。寒い
中大変お世話になりました。 
次回は２月８日（日） 
９：００～、慰労をかねて 
実施する予定です。 
新年も引き続きご協力を 

お願いします。 

吉岡グラウンドワーク（里山の会） 

１２月１９日（金）に、地元熊谷の女子ラグビー
チーム「アルカス熊谷」の選手によるタグラグビー
教室を開催しました。参加した１年生はこれまで
の授業で高めた技能を生かし、選手からご指導を
受けながらゲームを楽しみました。ご指導ありが
とうございました。 

タグラグビー教室 

  本校生徒のむし歯治療率や歯科保健に関する取
組が評価され、３年連続 
で埼玉県学校歯科保健コ 
ンクールの優良賞をいた 
だきました。これからも 
歯を大切にして、健やか 
に成長してください。 

３年連続おめでとう！ 

１１月２８日（金）は生徒会本部役員の立会演説会と選挙を行いました。各立候補者と推薦者の演説では「生
徒のために、楽しい学校生活のために」という言葉だけでなく、「地域や社会のために」や「交流」、「よりよ
い～」、「課題」、「改善」など、数多くの前向きな言葉も聞くこ 

とができ、大変頼もしく感じました。 

１２月１２日（金）は第７９期の取組報告に続いて引継式を 

行い、第７９期から第８０期へ伝統のバトンをつなぎました。 

今後は新たな気持ちで第８０期らしい取組を進めてください。 

心から応援しています。 

  

  

第７９期から第８０期へ 


